
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９門第１１４号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年７月２９日 ２１時００分ごろ 

発生場所 福岡県北九州市関門港若松区 二島信号所から真方位０７８°１,２９０ｍ

付近（概位 北緯３３°５３.２′ 東経１３０°４７.４′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

 

Ａ 引船 常
じょう

豊
ほう

丸、２９８トン 

   １３６３６５、豊海運株式会社 

Ｂ 台船 YUTAKA
ユ タ カ

２０、７０８トン 

   なし、豊海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、三級海技士（航海） 

Ｂ なし 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船底全般に擦過傷、両舷プロペラ翼に欠損 

Ｂ なし 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか４人が乗り組み、Ｂ船をえい
．．

航する目的で、漂泊して

えい
．．

航準備作業中、南方に圧流されて、平成２１年７月２９日２１時００

分ごろ、Ａ船が関門港若松区において、浅所に乗り揚げた。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：波 なし、潮汐 低潮期、潮高 約０.９ｍ 

 その他の事項  事故当時の喫水は、Ａ船が船首約２.４ｍ船尾約３.６ｍ、Ｂ船が船首尾

とも約０.７ｍであった。 

 事故現場付近は、水深が約１～２ｍで、事故現場付近から約２００ｍ東

方あたりから深くなっていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 船長は、事故現場付近が浅いこと、事故当時、

低潮期であったこと、及び風の影響により南方に

圧流されるおそれがあったことを知っていた可能

性があると考えられる。 

 船長は、えい
．．

航作業の進捗状況を確認すること

に気を取られ、水深の深い場所で作業を行わなか

った可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、関門港若松区において、Ａ船がえい
．．

航準備作業中、水

深の深い場所で作業を行わなかったため、Ａ船が浅所に乗り揚げたことに

より発生した可能性があると考えられる。 

 




